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１．⻄濃医療圏の現状
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⻄濃圏域は、⼤垣市、海津市、養⽼郡（養⽼町）、不破郡（垂井町、関ヶ原
町）、安⼋郡（神⼾町、輪之内町、安⼋町）からなる⻄濃地域と、揖斐郡（揖斐
川町、⼤野町、池田町）からなる揖斐地域の２地域（２市９町）により構成され
ており、圏域の総面積は1,432.97ｋ㎡で県全体の13.5％を占めています。
地勢は、県の⻄南端に位置し、北部の⼭岳地帯から南部は海抜０ｍ地帯で多く

の一級河川（揖斐川・根尾川・春日川・杭瀬川・牧田川）が圏域内を流れ、河
川流域を中心に低湿地帯が多数存在し、昔から水害等が多く発生しています。
東海南海トラフ地震等では激しい揺れと浸水・家屋倒壊等の被害が想定されてい
ます。東部は岐阜圏域及び⻑良川・木曽川を境に愛知県と、⻄部は越美・伊吹⼭
地、鈴鹿⼭脈、養⽼⼭地を境に福井県、滋賀県、三重県にそれぞれ隣接していま
す。 （揖斐厚生病院 公的医療機関等2025プラン一部抜粋）

２．揖斐厚⽣病院・⻄美濃厚⽣病院の現状
揖斐厚生病院（２８１床）の現状
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西美濃厚生病院（３１５床）の現状

所在地 揖斐郡揖斐川町

主な診療圏 揖斐川町、大野町、池田町

診療圏人口 ６８，３９７人（2019年1月現在）

病床機能
高度急性期、急性期、回復期
慢性期

診療科目 ２２診療科

常勤医師数 ２７名（2019年12月末現在）

所在地 養老郡養老町

主な診療圏
養老町、海津市南濃町
大垣市上石津町

診療圏人口 ４９，３９４人（2019年1月現在）

病床機能 急性期、回復期、慢性期

診療科目 １５診療科

常勤医師数 ２０名（2019年12月末現在）



２．揖斐厚⽣病院・⻄美濃厚⽣病院の課題①
課題
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◎医師不足

・岐阜県は慢性的な医師不足と地域偏在が大きく、両病院とも十分な

医師確保が行えていない。

・揖斐厚生病院では、平成３０年度に医師が大量離職し、救急車の受

入制限を行わざるえない状況となっている。

〇人口減少等に伴う利用者数の減少

・著しい人口減少、少子高齢化の地域に立地しており、患者数の減少、

病床稼働率の低下が始まっており、今後もこの傾向が継続すると見

込まれる。

〇施設の耐震化

・西美濃厚生病院の中央棟西棟が築後４８年経過し、耐震基準を満た

していない状況にあり、早急な耐震整備が必要である。

・揖斐厚生病院の本館棟が築後４９年経過し、施設の老朽・狭隘化が

著しい状況にある。また、未耐震施設として公表されており早急な

対応が求められている。

２．揖斐厚⽣病院・⻄美濃厚⽣病院の課題②
課題

6

以上の課題を踏まえ、今後も両病院の医療機能を維持したまま運営を
継続することは難しく、地域医療を継続的・安定的に提供していくた
めには、病床再編を図る必要がある。



３．⻄濃医療圏における病床再編の趣旨

・岐阜県地域医療構想に基づく病床再編を計画的に行う。
・⻄濃医療圏にある揖斐厚生病院（揖斐川町）と⻄美濃厚生病院（養
⽼町）の病床再編を行い、急性期・回復期機能の新病院施設整備計
画を行う。

・⻄美濃厚生病院は医療機能を縮⼩し、介護医療院を併設した回復期
・慢性期機能を担う病院とする。

・揖斐厚生病院は医師の確保状況を踏まえ、地元行政と協議し地域に
必要とされる機能（外来機能、介護系施設等）の提供に努める。
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揖斐厚生病院
2019年12月末

所在地 養⽼町
主な診療圏 養⽼町、海津市南濃町、⼤垣市上石津町

診療圏人口 ４９，３９４人(2019年1月現在)

医師数 ２０名
病床機能
３１５床
(医：315床)

入院区分 病床
急性期 １８７
回復期 ６３
慢性期 ６５

主な医療機能 へき地医療拠点病院
在宅療養後方支援病院

所在地 揖斐川町
主な診療圏 揖斐川町、⼤野町、池田町
診療圏人口 ６８，３９７人(2019年1月現在)

医師数 ２７名（研修医含む)

病床機能
２８１床
(医：281床)

入院区分 病床
高度急性期 １５
急性期 １５９
回復期 ５５
慢性期 ５２

主な医療機能 へき地医療拠点病院
臨床研修指定病院
在宅療養後方支援病院

病床再編後（2023年10月予定）

所在地(予定) ⼤野町下磯付近
主な診療圏 揖斐川町、⼤野町、池田町

神⼾町、本巣市南部、瑞穂市北部
診療圏人口 １１１，５９８人(2019年1月現在)

医師数 ２７名＋α

病床機能
４００床
(医：400床)

入院区分 病床
急性期 ２９３
回復期 ８２
緩和ケア ２５

主な医療機能 へき地医療拠点病院
地域災害拠点病院（予定）
臨床研修指定病院
在宅療養後方支援病院⻄美濃厚生病院

所在地 養⽼町
主な診療圏 養⽼町、海津市南濃町、⼤垣市上石津町
診療圏人口 ４９，３９４人(2019年1月現在)

医師数 ○○名
病床機能
１９６床
(医：140床)

(介： 56床)

入院区分 病床
回復期 １０５
慢性期 ３５
介護医療院 ５６

主な医療機能 へき地医療拠点病院
在宅療養後方支援病院

所在地 揖斐川町
病床機能 具体的な内容については地元行政と協議を行う

※病床機能については今後の医師確保状況等様々な動向
を踏まえて検討する

揖斐厚生病院

⻄美濃厚生病院

【新病院建築】⻄濃厚生病院(仮称)

病床再編

４．病床再編・新病院構想の基本的な考え方



５．病床再編計画の全体構成

Ⅰ．新病院の整備計画

Ⅱ．⻄美濃厚生病院（病床再編後）の施設利⽤計画

Ⅲ．揖斐厚生病院（病床再編後）の施設利⽤計画
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Ⅰ 新病院の整備計画①

計画地 ：⼤野町下磯付近
主な診療圏：揖斐川町、⼤野町、池田町、神⼾町、瑞穂市北部、

本巣市南部
診療圏人口：１１１，５９８人（2019年1月現在）

病床数 ：４００床
病床機能 ：急性期 ２９３床

回復期 １０７床（⻄濃医療圏で初の緩和ケア病棟25床含む）
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〇新病院の概要



Ⅰ 新病院の整備計画②

・⻄濃北部唯一の総合病院として、救急医療・がん医療・へき地医
療・災害医療等を担う急性期・回復期機能の医療提供を行う。

・⻄濃医療圏に緩和ケア病棟（回復期）がないため整備する。
・⻄濃医療圏は回復期機能が不⾜しているため充実を図る。
・⻄濃医療圏において２つ目の地域災害拠点病院としての指定を目指
す。
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〇新病院が担う機能

Ⅱ ⻄美濃厚⽣病院（病床再編後）の施設利⽤計画①

主な診療圏 ：養⽼町、⼤垣市上石津町、海津市南濃町
診療圏人口 ：４９，３９４人（2019年1月現在）

病床数 ：１９６床（介護医療院56床含む）

病床機能 ：回復期 １０５床
慢性期 ３５床
介護医療院 ５６床

主な医療機能：へき地医療拠点病院
在宅療養後方支援病院
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〇⻄美濃厚⽣病院の概要

１４０床



Ⅱ ⻄美濃厚⽣病院（病床再編後）の施設利⽤計画②

・⻄濃医療圏は回復期機能が不⾜しているため充実を図る。
・慢性期機能は、介護医療院を併設した病院となることから機能を縮
⼩する。

・海津市医師会病院と災害時に「応急物質の支援」、「人員の派遣」、
「入院患者及び傷病者の受け入れ」等が円滑に行えるよう相互支援
に関する協定書を締結。（平成３１年１月１日締結）
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〇⻄美濃厚⽣病院が担う機能

Ⅲ 揖斐厚⽣病院（病床再編後）の施設利⽤計画①

・現病院から直線距離で約７．５ｋｍ（車で約１０km、約１３分）南
方に急性期・回復期機能の新病院を整備するため、今後の機能につ
いては、医師の確保状況を踏まえ、地元行政と協議し地域に必要と
される機能（外来機能・介護系施設等）を提供していく。
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〇揖斐厚⽣病院の概要



６．⻄濃医療圏における厚⽣連病院の病床数
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高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 その他 合計

2019年12月現
在の病床数

15 346 118 117 - 596

新病院後の
病床数

0 293 212 35 - 540

差引 ▲15 ▲53 94 ▲83 - ▲56


